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研究成果の概要（和文）：本研究プロジェクトでは、換喩表現の文産出過程を心理言語学の手法を利用して検討
し、換喩表現がどのように産出され、また産出される際の背後にある要因を明らかとした。
具体的には、文再生課題（immediate recall experiment) を使用して、換喩表現を記憶すると、その後に続く
文も換喩表現を使用して表現することが多くなった（プライミング効果）。その結果から、換喩表現を産出する
際には非換喩表現を必ず作成してから産出するのではなく、換喩表現を直接産出できるシステムが人間の言語産
出の課程に存在すると結論づけた。

研究成果の概要（英文）：This study reports on an experiment that investigated how we construct the 
metonymic expressions (e.g,Read Dickens) in Japanese sentence production. In a recall-based sentence
 production task (Ferreira, 2003), speakers were presented with a Filler sentence and then the Prime
 sentence, and were asked to produce the Prime, then speakers were presented with the Target 
sentence and then a Filler sentence, and were prompted to produce the Target. Results showed that 
speakers were more likely to recall the metonymic expressions correctly after recalling the 
metonymic expressions than after recalling the non-metonymic and literal expressions as the Primes. 
The difference in the proportions of the non-metonymic and literal expressions was not statistically
 significant. These results displayed a tendency for speakers to repeat the metonymic expressions, 
suggesting that speakers can access the metonymic expression directly. 

研究分野：心理言語学
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１．研究開始当初の背景 
ヒトは様々な表現を駆使して言語を理解し、

産出することができ、その例として上げら

れるのが換喩表現である（例：私は夏目漱

石を買った（換喩表現）＝私は夏目漱石の

本を買った（非換喩表現））。ヒトはこの換

喩表現を、非換喩表現と同じように高度に

駆使して理解することができることがわか

っているが（Frisson & Pickering, 1999, 

2001）、換喩表現を対象としたときに問題と

なるのが、「ヒトは脳内で換喩表現をどのよ

うに理解し、処理しているのだろうか」と

いうことである。実際に、換喩表現と非換

喩表現の情報は同様に処理されているとい

う可能性が指摘されており、例えば、文理

解においては、換喩表現と非換喩表現の読

み時間 (Reading time) や眼球運動 (eye 

movement)に変化は見られなかったことが

実証されている（Frisson & Pickering, 1999, 

2001）。 

 これらの結果の可能性としては様々な説

が考えられるが、大きく分けて二つ存在す

る。 

１・平衡解釈説(Parallel model)：二つの表

現はヒトの脳内に共存されていて、換

喩表現と非換喩表現を両方とも同時に

理解して産出することができる一段階

のメカニズム。 

２ ・ 逐 語 ・ 比 喩 解 釈 先 行 説

(Literal/Figurative first model)：換喩表現

と非換喩表現は脳内に別々に存在して

おり、換喩・非換喩表現のどちらかを

先に理解し、別の表現の解釈も進めて

文を理解し、産出する二段階のメカニ

ズム。 

 これら２つの仮説のどちらが正しいかに

ついてはまだ明らかにされておらず、さら

には英語以外の言語に注目すると研究の数

は少なくなる。 
 
２．研究の目的 

これまでの多くの換喩表現に関する先行研

究は、ヒトが換喩表現の文をどのように理

解しているかという文処理が主である。ま

た、その研究は多くが英語を中心として行

われており、他の言語を用いて、しかもヒ

トが換喩表現を産出しているのかが検証さ

れた例は無に等しい。したがって、英語の

みならず他の言語での換喩表現の文産出研

究を行えば、これら二つの対抗仮説のうち

どちらが正しいのか（あるいはすべてが正

しいのか）を明らかにすることができるは

ずである。 
 
３．研究の方法 
本研究では下記の２つの研究方法を使用

して「換喩表現の産出方法」について明ら

かにする。 

（１）文産出における換喩表現の非換喩

表現の産出：換喩表現と非換喩表現を含む

文を産出する際の品詞の頻度（例：頻度が

高い名詞を含む換喩表現と頻度が低い名詞

を含む換喩表現との比較など）の影響を、

アンケート調査や文再生課題を用いた行動

実験を主とする心理実験を用いて明らかに

する（Branigan, Pickering & Cleland, 2000; 

Frisson & Pickering, 1999: 2001）。 

（２）文産出における換喩表現の統語構

造への影響：換喩表現と非換喩表現を含む

文を産出する際の文脈の影響 （既出性や話

題性や意味プライミングなど）を、アンケ

ート調査や文再生課題を用いた文産出実験

を実施して明らかにする（Bock & Warren, 

1985; McDonald, Bock & Kelly. 1993; Bock, 

Loebell & Morey. 1992; Prat-Sala and Branigan 

2000; Tanaka, Branigan & Pickering. 2011）。 

（３）同実験を英語でも行い、日本語と

英語での言語の相違による換喩表現の産出

過程を比較する (Hartsuiker et al. 2004; 

Schoonbaert et al. 2007)。 
 
４．研究成果 
本研究プロジェクトでは、３の研究の方法 



で挙げられている心理実験をまず日本人の

被験者３０人を対象にして行った。 

具体的には、文再生課題（immediate recall 

experiment) を使用し、換喩表現と非換喩

表現のどちらかを記憶したあとに換喩表現

を発話するという実験をおこなった。その

結果、日本語においては、換喩表現を記憶

すると、その後に続く文も換喩表現を使用

して表現することが多くなった。これはプ

ライミング効果と呼ばれており、過去の研

究では統語構造（語順や態など）において

そのプライミング効果は発見されているが、

換喩表現のプライミング効果というものは

今まで発見されていない。よって非常に大

きな発見の一つといえる。 

また、今回の結果から、換喩表現を産出す

る際には非換喩表現を必ず作成してから産

出するのではなく、換喩表現を直接産出で

きるシステムが人間の言語産出の課程に存

在すると結論づけた。 
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